
こども園における自己評価の結果がまとまりましたので、ご報告いたします。
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〇

・様々な野菜を栽培する中で、生長の様子を間近に

し、不思議さや面白さを味わることができたことは

もちろんのことですが、収穫したての野菜をその日

のうちに調理してもらい新鮮さを直に味わうこと

で、食に対する興味関心がより育まれ、食を営む力

の源となっています。

・職員は子どもたちが 日々安定した気持ちで過ごせ

るよう心の拠り所となり、信頼関係を育んでいま

す。

・子ども一人一人の興味や発達に応じて主体的に遊

べる環境や保育者の関わり方について、ドキュメン

テーション等を利用して話し合うことを今後も続け

ていき、教育・保育の質の向上に努めてまいりま

す。

・子ども自身が自分の存在が認められ守られている

という安心感を心の支えとし、やりたいことを見つ

け試行錯誤しながら、夢中になって取り組む体験を

日々重ねられるよう努めています。

（３）子どもに相応しい食生活が展開されるように、

食事について見直しや改善を行っているか

令和4年度

(4)一人一人の子どもの人格を尊重した教育保育につい

て共通の理解をもっているか
〇

・園だよりや地域情報誌において、園の理念や教

育・保育方針等について具体的な場面や活動を盛り

込みながらお知らせしています。今後も引き続き周

知されるよう努力してまいります。

・子どもの最善の利益を考慮し、人権に配慮した保

育を行うために職員一人一人が職務についてを理解

していくことや職員同士が語り合うことを大切に

し、「人権擁護のセルフチェック」を用いて園内研

修を行いました。

教

育

・

保

育

理

念

こども園における自己評価

Ａ：たいへんよい

Ｂ：よい

Ｃ：一部検討を要する

Ｄ：改善を要する

項目 内容
評価

〇

幼保連携型認定こども園　　蓮代寺こども園　　　　

取り組み状況及び課題

・発達の連続性を鑑みたうえで教育・保育方針や主

体性の育ちについて計画として組み入れています。

また、週の立案においても子どもたちの生活や遊び

の姿を捉え、遊びが継続していけるよう考慮して作

成しています。

・コロナ禍3年目の中、状況を精査しつつ行事や活

動を行ってきました。単に楽しいだけでなく“子ど

もにとっての育ち”について考えたり振り返ったり

しました。

（１）理念や基本方針が職員に周知されているか

（１）子ども一人一人の健康状態や発育・発達の状態

を把握し、職員間にて共有されているか
〇

〇

（２）理念や基本方針が利用者に周知されているか

（３）理念や基本方針に基づいた教育保育が行なわ

れているか
〇

（1）社会状況や子どもの実態、地域性などを考慮

し、必要に応じて教育保育課程の見直しを行っている

か

〇

〇

教

育

保

育

の

計

画

〇

（2）指導計画は、乳幼児の心身の発達を踏まえ、入

園から修了までの長期的な視野を持って充実した生活

が展開できるように配慮し作成されているか

（3）子どもの生活が豊かになるように行事を精選

し、子どもの発達を踏まえて、その内容や実施の仕方

について見直しを行っているか

子

ど

も

の

発

達

援

助

（6）子ども一人一人を受容し、理解を深めて働きか

けや援助が行われているか

（7）健康安全や発達の確保を十分に図り、日々の環

境を整えているか

（5）子どもが主体的に活動できるような、人的・物

的環境が整備されているか

（9）子ども自身が自分を肯定する気持ちを育んでい

けるよう、継続的な信頼関係が築かれているか

（8）子どもが自ら周囲の様々な環境と関わり、発達

に必要な体験を積み重ねていけるよう努めているか

（2）子どもが安定感をもって過ごし、自分の気持ち

を安心して表すことができるよう留意しているか

の資質向上に努めて参ります。

自己評価の結果を踏まえ、今後の教育・保育の質の向上並びにこども園運営

〇

（4）子どもが食事を楽しむことができる工夫をして

いるか



Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

○

○

○

○

○

○

○

○

施設関係者評価

（2）体調不良、アレルギー疾患等をもつ子どもに対し、適切

な対応が行われているか

（8）事業計画が利用者に周知されているか

（12）保護者が相談や意見を述べやすい環境を整備しているか ○

（13）保育教諭等が主体的に自己評価に取り組み、教育保育の

改善が図られているか

○

○

（7）事業計画が職員に周知されているか

○

・外部研修はリモートを中心に行いました。パート

職員も参加しやすく共通の課題について皆で振り返

ることが出来ました。また、園内研修ではドキュメ

ンテーションから“幼児期までに育みたい10の姿”を

捉えたり、職員同士で園づくりのためのアイディア

や経験談等を伝え合うなど、専門性の向上と職員の

対話に重きを置き行いました。

・利用者に園だより等で事業計画の周知を図ってい

きます。

・配慮を必要とする子や何らかの手立てが必要な子ど

もたちに対して職員間で話し合う機会を設けていま

す。また専門機関と連携をとり、助言をいただきなが

ら関わり方について実践しています。

・小学校教諭による園の参観がようやく実現し、意見

交換することが出来ました。今後も小学校との連携や

接続が円滑に行えるよう働きかけていきます。

（11）障がいのある子どもが安心して生活できる保育環境が整

備され、教育保育の内容や方法に配慮されているか

（12）小学校との連携や就学を見通した計画に基づいて、教育

保育の内容や方法、保護者とのかかわりに配慮されているか
○

内容

○

（10）保護者の生活形態を反映した子どもの在園時間の長短、

入園時期や登園日数の違いを踏まえ、子ども一人一人の状況に

応じた工夫が行われているか
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（1）感染症やその他の疾病の発生予防に努め、看護師の専門

性を活かした対応を図っているか

（14）個人の評価結果に基づき、組織として取り組むべき課題

を明確にし、改善策・改善実施計画を立て実施しているか

（6）研修等、教育保育の質の向上を図るべく、自己研鑽への

取り組みを積極的に行っているか

・基本的な感染症対策を徹底して行ってきました

が、クラス閉鎖や休園をせざるを得ないこともあり

ました。保護者に対しては感染症予防への協力依頼

を随時メール等で配信しました。

・様々な災害を想定した避難訓練を実施していま

す。今年度は大雨や大雪の警報が発令され保護者に

早期のお迎えをお願いすることがありました。緊急

時の職員の体制や保護者への連絡、引き渡し方法な

ど更に検討し災害時に備えたBCPの取り組みを行っ

ていきます。

○

（9）守秘義務の遵守が全職員に周知され、守られているか ○

保

護

者

に

対

す

る

支

援

（1）子どもの発達や教育保育などについて、懇談会などの話

し合いの場に加えて、保護者と共通の理解を得るための機会を

設けているか

・今年度も組別懇談会や保育参加を実施し、保護者同

士が子育てについて情報交換したり、園での様子を

知っていただいたりする機会となりました。また、悩

み事や困り事の内容によっては、相談室を利用して個

別に傾聴することを心がけてきました。

・地域の子育て家庭に対しては、秋に園庭開放を行っ

た他、電話で現況を伺ったり相談事に応じたりしまし

た。また、どなたでも気軽に利用してもらえるように

と県の事業である“赤ちゃんの駅”に登録しました。

（5）施設長がリーダーシップを発揮し、職員が教育保育の内

容の充実と質の向上が図れるよう努めているか

（2）虐待に対応できる園内の体制（医療機関、児童相談所な

ど専門機関との連携）の下、不適切な療育や虐待を受けている

と疑われる子どもの早期発見及び予防に努めているか

○

項目 評価 取り組み状況及び課題

・保護者や子どもに関して知り得た事柄は、プライ

バシーの保護のため適正に取り扱い、秘密保持等に

遵守し、保護者との信頼関係を一層構築していきま

す。

・保護者からのご意見や苦情に対して速やかに対応

し良好な関係が保てるよう努めています。また、相

談内容に応じては、個別で相談室で話を伺う機会を

設けています。

・自己評価後に職員間で、より深い子ども理解と保

育環境を含めた関わりについて多面的な視点から話

し合いが出来ました。

○

（3）地域の子育ての拠点として「こども園の開放」「相談・

援助」「交流の場の提供」「情報の提供」の支援を行うよう努

めているか

（11）苦情解決の仕組みが確立され、保護者等に十分に周知・

機能しているか

○

（3）避難訓練・安全点検・不審者侵入防止訓練等、子どもの

安全確保のための適切な対応が行われているか

（4）地震などの自然災害に対する防災対策は行われているか

（10）個人情報を適切に取り扱うとともに、保護者の苦情に対

し、早期解決を図るよう努めているか
○








